
本市では、およそ９割が３０人未満の事業所となっている。小規模の事業
所は、出産時や子供が病気の時、急遽休暇をとりやすい反面、産前産
後休暇や親の介護などの長期休暇を取得しづらく退職となってしまうこと
も多い。このことから、市内の事業所での実態や両立支援の状況を把握
する必要がある。
また、市議会議員や町内会長などの就任する割合が低く、女性町内会
長は３．３％、女性市議会議員１３．３％に留まっているため、女性の人
材育成やリーダーとして地域や職場で活躍できる人材の確保が必至で
ある。

地域の実情と課題

・石巻市女性活躍推進会議（石巻商工会議所、石巻法人会等１０名で構成）
・ライオン株式会社
・NPO法人ベビースマイル石巻
・NPO法人石巻復興支援ネットワーク

連携団体

女性活躍推進に関する事業者アンケートでも多く回答があったが、女性
の活躍を推進する必要性やその効果を認識していない事業者やその従
業員に対し、どのようにアプローチすれば本事業の趣旨を伝えることが
できるのかが課題である。
そして、職場だけでなく家庭での性別役割分担意識を解消し、業種や業
務に関わらず市内全域で女性の働きやすく、活躍できる風土を醸成する
必要がある。

今後の課題

事業者アンケートを実施することで、小規模な事業所が多い石巻市の女
性の活躍推進に関する現状や実態を把握することができた。
各研修のアンケートを見ると、参加者の満足度が高かったことから、事業
者アンケートの結果を各事業に反映し実施することができた。

事業の効果

石巻市女性の活躍推進事業【石巻市】

①女性活躍推進に関する事業者アンケート
地域の事業所における女性活躍推進の取組状況や課題の調査のた
め実施。実態や家事・育児と仕事の両立支援の状況を把握し、本市
の事業へ反映。【目標回収率６０％、結果３３％】

②女性の活躍推進のための研修
家庭でも職場でも自らの意思により個性や能力を十分に発揮できると
いう意識啓発を図った。【定員２０名に対し１６名の参加】

③女性人材育成事業
女性自らが女性らしさを活かし、働きやすい職場環境を整備すること
ができる人材を育成するため、講座を計６回開催
【女性が働きやすい環境の整備のための取組を始めた参加者の割合
→目標６０％、結果６９．３％】

目的・目標

石巻市女性活躍推進会議において事業内容の精査、検討を行った。
①女性活躍推進に関する事業者アンケート
市内全事業者に女性の活躍推進の取組内容、課題、ワークライフバ
ランスの取組内容、育児休暇や介護休暇制度の取得状況等の実態
を調査。

②女性の活躍推進のための研修
事業者アンケートの結果を踏まえ、「女性の家事・育児を考慮しなけれ
ばならない」という課題を解決するため、「子育てほっとサロン」を開催。

③女性人材育成事業
働きやすい環境を自ら整えていきたいと考える意欲ある女性が、職業
生活における女性活躍の環境整備に内側から主体的に動けるよう、
「輝く女性のための人財育成☆講座」を実施。

事業の特徴



事業の概要

①女性活躍推進に関する事業者アンケート

■女性活躍推進会議の委員の所属する団体から各事業所へアンケート配布協力を依頼
■女性活躍推進会議にてアンケート内容の精査、結果分析、検証を実施。
■実施期間： 令和元年８月～９月
■対 象： 市内１,８６５事業者（有効回答数６１５件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①事業者アンケート
（女性活躍推進会議）

●内容検討 ●アンケート依頼 ●回収 ●結果分析 ●結果報告●完成
◆会議（検討） ◆会議（検証） ◆会議（報告）

②女性活躍推進研修
●子育て
ほっとサロン

③人材育成事業 ★１回★２回 ★３回 ★４回 ★５回 ★６回

②女性の活躍推進のための研修

③女性人材育成事業

「子育てほっとサロン」
■開催日： 令和２年２月１９日（水） １６名参加
■会 場 ： 石巻市かわまち交流センター
■講 師 ： 竹下 小百合氏（NPO法人ファザーリング・ジャパン東北共同代表理事）
■協 力 ： 千葉 智也氏（ライオン株式会社） 、先輩ママ４名
■内 容 ： 家事・育児の悩み相談、職場復帰をした先輩ママの体験談

「輝く女性のための人財育成☆講座」
■開催日： ①令和元年１０月３日 ②令和元年１０月１７日 ③令和元年１１月７日

④令和元年１２月５日 ⑤令和２年１月１６日 ⑥令和２年２月６日
■会 場： 石巻市役所
■講 師： 大塚 真実氏（株式会社ユー企画代表取締役）
■申 込： １８名（参加人数延べ９３名）
■内 容： コミュニケーション力、伝える力、周りの力を引出す術、チームビルディング、

ワークライフバランスの実現


